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前 書

　ピストンリングの気鯖壁に及ぼす圧力に就いての理論的研究も，実験的研穽も今まで内

外多くの先輩によってなされてV・る。理想的ピストンリングを製作することは物理的，化

学的両方面から研究を進めねばならないが，出来上つ允製品の一つ一つが気笛申で一檬な

圧力を及ぼすと共に圧力の大さも適切でなければならなv・。現在技術的にも理論的にゐ非

常に諾してV・て・しか二七さ輪までには現揚で鞘二選されるのであって出来上る

までには非常な手数を：要する。そして出来上った晶は理論上理想であるべき筈であって

も，三分もそれ以上も不合格品となるのである。その物理的試験丈に就いて考えると製晶

一つ一つの圧力の問題を精細に吟味する時闇的余裕がなく，精々気笛壁に密着するかどう

かの程度である。結局一様の圧力がしかも適当な大さで気胃壁に：及ぶかどうかまでは一・々

手が廻らないのが現場の状況である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　水贔を使ってピエゾ電気を利用した測定機が着想上極めて優れている反面，その性能の

いXだけ，二三，電磁気感応の影響，電位計の調整等取扱上，保存上の下意も容易でな

v、o

　ピストンリング圧力の測定に当って最も大きな誤差を生する原因の一つは，試験申ピス

トンリングの微かな移動にも，支持物と接触する部分に誘起する摩擦力であって，この点

水晶は圧力による変位がなくその圧電作用を利用した上記の測定機は摩擦の影響が巧みに

：取除かれる。筆者は実験中ピストンリング支持部分の微かな移動は許して竜，その摩擦を

最小限に止めるよう工夫したのである◎

　一，二二揚を見学して，’ピストンリングの圧力測定が時聞的に容易にしかも正確に得ら

れなV・のかと考えているものであるが，以下述べようとする測定機も以上のねらいからは

遙かに遽いのである。只こんな風に考を進めていつだら商つと）舐工夫が得られないもの

か諸賢の御教示を得度いため拙い笑験を敢て発表する次第である。

奥 駿

製作されたピストンリングが気議中で一様な圧力を気笛壁に及ぼすかどうかは容易に解

る。師ち第1図のようにピストンリングの割目の両端を細針金を結んで外形に切線方向に

害獺が縮まるように引張り，その力がFであったとして最後にピストンリングが気笛内径

に等しい直径を持つた真円になるならば，とのピストンリングは気笛中で一様な圧力を気

第壁に與え｝その圧力の大さは次の式で與えられる。

購匹釜　　　鱒
こXでθはピストンリングの軸方向の厚さ，Rは気無の内・孚径，　Fは上述の張力である。

　そこで気鯖中で気笛壁に一様な圧力を與えるようなピストンリングは以上の笑験で張力
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第　　2　図

　こ玉で第2図からρはピストンリング上の任意点魏の

曲率孚径，0は7，z点と割目Aとが中心0に於てなす角，　E

はやシグ率，渉はピストンリングの牟径方向の厚さ。

　そこで気鯖壁に対し一定の圧力Pを與えるピストンリ

ングの自由形は完全に定まる。

　この理論的自由形と市販のピストンリング自由形とが

どの程慶楓異しているかを本校工專機械科卒i業生（昭和

こ二十四年度）町田，浦田，野口の三兵が実験し昭和二十

三年発篭工專学生科学聯盟の発表会で発表している。そ

の結果を見ると理想形と網当異ってV・る。

　そこで筆者は次に述べるようなピストンリング圧力測定機の試作を思い立つたのである

が前書で遠べたように完成までには多くの思索と工夫と御教示を必要とナる。

　第3図に於てリング盤上に8本のボルト8をリング盤Aの中心に向ってとおし，ボル1・

の頂点にボールベアリングを備えたキヤツプCを：取りつけ，ボ蒜一ルベアリングを8支点と

・麓轟麟
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して気笛壁に代用させ，それに試験片を挿入するのである。8支点の位置が気笛内径を

直径とした一円周上にあるよう調整した上ビス1・ンリングを挿入し，次に支点の一つ鋼え

ばエ）を取り去って，その代りに糸緬をリングに掛け6の方向に引いて元の位置に戻す蒔の

糸の張力を読み取る方法である。との際ピストンリング上に取り付けた反射鏡Eで光源よ

りの光を反射させ衝立上にその像を映し，像が元位置に来た隠の糸の張力を読み取る。か

くして逐次ピストンリングを廻転しつx以上の測定を繰り返すのである。

　方法は以上のようであるが，測定操作が煩雑で現在第2回霞の試作機で曲りなりにも圧

力が測定出来る迄に至った。経験を生しつ玉今後第3，第4の試作をし容易に測定し得る

ものにし度い。　’

　第2試作機による測定値は次の第1表である。

　　　　　　　　　　　　　　第　1　表　　（軍事鞠）
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　表中，R弄，1～2……Rgは各支点の反力，特にR1と瓦はピストンリング割目両端の支点反力

で測定の際同時に行ったものである。2グは気山の内径，8，云は夫々ピストンリングの軸方

向及び牟径方向の厚さである。そしてこの表の鳥，鳥，……等をピストンリングと気笛壁

との接触円周の8分の1の圧力に等しいと仮に定めると次の第2表のようになる。

　　　　　　　　　　　　　第2表　（軍位8う

試験・ソグ｝・・側・・1・・ ・・い・ P6 P7 Ps

　　　　　　INo．1　　　　　9．841

　　　　　　　
N・・2　7・571

No．3　　　4．80i

N・・4　乳191

9．09

6。43

4．40

乳19｛

　　　14．39　　　　7．95

8・33P10・6α
9．59　　　1。（：0

・・9｝・M9

14．7¢

15．52

4．CO

エ1．59

9．C9

10．22

6．Cα

7，99

6．81

7．57

7．99

10．79

12，49

6．e6

6．79

1G．39

　上蓮のように第1表の支点圧力2～1，R2，……等を夫々一様にピストンリングと気第との

接触円周の8分の1の圧力を表わすものとしてP1，P2，……等を求めたのである。正確に

はピストンリングを一つの蓮続梁と考えて取扱うべきである。第2表はその点手数を省き

近似値としたのである。．第4図は各支点闇に断て夫々一下な荷重勧，晒，・・…・納を想像し

て各支点反力を求めて見た。但し『は各支点間の長さ，鋤，晒，……は軍体長さ当りの荷

重とする。

第　　4　図



ピストンリング圧：力測定の一・工夫 45

　　　　　　1
　　R1謹　　　　　　　　（18，817zびユー2，ユ311‘・2一ト571～ぴ3－1532θ4一ト41～‘，5一工17‘・β十3～｛，7一～‘，s）
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鳥一
ﾖ6（一2σ1一ト37f，2－11～｛ノ：茎十41zぴ4－153～σ5十57王～σ5一一2，131zθ7十18，817諺びs）

仮りにω篇zσr納瓢鱗瓢……漏εσsと聞くと，上式は次のようになる。

　　　　　　　　　1071　　　　ユ071
　　Rド　　　　　　　7｛，z篇　　　　　　　　　　　　！）プひ1
　　　　2716　　　　　　　　　2716

　　＆甥ll　1・z謬ll　P・…1

　　’齢1男1・｛lz甥ll一君・…z

　　＆弓lll・・1甥ll・瓦…1　’

こ只てεはピストンリンゲの軸方向の厚さである○よって

　　暴馬＆評…2聯・町議，

　　　P・寧一｛享一…×…昨…一愛一

　　　P・新｛享一×・・04幸・・一一番こ

　　　P・÷一吾L…98一・・一一丹．一．…

　　　P・÷…愛…・・÷・・…一砦一．

　上のように考えてPとπとの関係を求めても，上式を吟味することによって許されるべ

き誤差範囲である。そこで上述の試験方法がもっと時間的に容易に実行出来るな1らばと考

え，更に第3試案に着手したのである。

　第5図に穿て円形基盤（のの円周に添い，等角度四十五度置きにマイクロメーターを基

盤の中心に向って装置し，マイクロメーターネジの先端の支点は前野様ボールベアリング

附キヤツブ（ノ）を有し，マイクロメーターの目盛りは八つの支点で決定される気笛直径を

直接読み取るように翼盛って置く。秘め測定せんとするピストンリングの気鶴内径をマイ

クロメーター目盛りで決定した後，試験片（9）を挿入，顯微鏡（のを移動して，試験片の外

縁を顯微鏡のヘーヤラィンに合せる。かくした後マイク賀メーターの一支点を取り去って

示圧計（のに鐙き換え，その先端支点にて試験片を元の位置に戻す迄，顯微鏡をのぞきな

がら示圧計ガイドに取り付けた逡ゆネジを廻してその時の圧力を読み取る。

　かくして順次試験片を四十五度宛廻転して，各点の圧力Rを読み取り，烹越の係数を乗

じて直ちに二圧：カの強さPな知ると二とが黙来る。

㌔
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　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　図

　本機の輿的とする点はその実用緬値にあるのであって，従来の圧電作用による試験機の

漁度，電磁気感応の影響，電位計4）調整気第ゲージの製作労力等を除き，本機の欠点と老

えられる，支点の摩擦の影響を最小限に止めようとし喪のである。今後更に種々の点に工

夫をこらし，実用価値：の向．上を寵臣度い。読者各位の御叱正を乞う次第である。

　爾第L第2試作機の設計製作に当っては本学部内民生科学研究所の援助を得たことに

対して衷心謝意を表します。
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